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①第 57 回 肥後医育塾公開セミナー 

②第 33 回 熊本精神科リハビリテーション研究会 

③ピアサポートの集い 

④映画上映会 

⑤地域活動支援センター及び、相談支援事業所訪問 

⑥障がい者自立生活体制検討会 

 

項目 
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②第 33 回 熊本精神科リハビリテーション研究会 演題発表 

 

演題名 熊本市こころの健康センターピアサポート活動について 

所属  熊本市こころの健康センター  

氏名  久保田 歩 (社会復帰支援ピアサポーター)  

 

熊本市こころの健康センターでは、当事者の社会復帰の促進を図るため、ピアサポー

ター4名を雇用し、平成 24年 9月に「よんなっせ」という相談室を開設した。今回、こ

ころの健康センターにおけるピアサポートの取り組みを紹介するとともに、ピアサポー

ターとして感じたことを報告する。ピアサポーターの主な業務として、当事者や、その

家族からの相談を受けており、相談の結果、悩みを解消して、笑顔で帰られる方がいた。

また社会資源についての情報提供したことにより地域活動支援センターにつながった例

もある。相談者はピアサポーターに相談し、傾聴されることにより気持ちの整理、不安

解消することが出来たと考える。さらに、自分自身もピアサポーターをやっていて、病

気の症状に気づけたことや、社会参加しているという自覚を持っているのも事実である。

今後はもっといろんな人に、ピアサポーターのことを知ってもらうため普及啓発にも力

を入れていきたいと思う。 

 

【 熊精協会誌 第 170号 (2017年 1月号) 】掲載  

 

 

 

～発表しての感想～ 

資料作りは、正直なところ、自分の体調がおもわしくなかった時もあり、難航した場

面もありましたが、最後までやり遂げられました。その理由として、職場の皆さんの支

えがあったからです。 

本番の演題発表も何回も練習していたので、無事成功したと思っています。沢山の支

えの中、出来たことだと思います。 

皆さんありがとうございました。 
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ピアサポートの集いは、ピアサポート講座修了者を対象にしてピアサポート講座のフォ

ローアップの場として設けられています。平成 25年度 第 2回 ピアサポートの集いからは、

私たちピアサポーターが企画・運営をしてきました。 

ピアサポートの知識を深め、ピアサポーターの役割や関わり方を学び、また、ピア同士

で経験を語り合い、受容や共感をしながら、ピアサポートのスキルの向上を目指してきま

した。 

【これまで携わったピアサポートの集い】 

実施日 テーマ・内容 参加人数 

H25.10.21 ピアカウンセリングの基本的な技術について 16 人 

  

まずピアサポートの役割と心得について学び、次にピアカウン

セリングの基本的な技術について、ロールプレイで実践する。   

H26.1.31 相手と自分を尊重し合う境界～バウンダリー～ 16 人 

  

バウンダリー(人と関わる時の境界線）について説明し、実際

にバウンダリーの形成において困った事例を挙げてもらい、そ

の対処法を考えた。   

H26.6.6 円滑なピアサポートに向けて 

～アサーションを一緒に考えよう～ 

11 人 

  

相手も自分も大切にしたコミュニケーションについて、ロール

プレイをまじえて学習した。   

H26.11.14 ピアサポートに必要なコミュニケーションスキルについて 16 人 

  

精神障がい者ピアサポート専門員養成のためのテキストガイ

ドブックの内容をもとに、「反映」などを中心にロールプレイで

実践練習をした。   

H27.3.9 

 

ピア自身の力を信じるピアサポート 

～「聴くこと」「伝えること」～ 

16 人 

  

聴くこと・伝えることの 2点に焦点を当て、ピアサポートにおい

て大切にしたいことを説明した。またワークでは聴くこと・伝え

ることを重視したロールプレイを実施した。   
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H27.6.1      リカバリーへの道のり～それぞれの想いを語る～ 15 人 

 

  

参加者それぞれのリカバリーストーリーを作成し、グループ内

発表によって共有し、さらなるリカバリーへの力をつけようとい

う目的で実施。 

 H27.11.6 いいところ探しで元気になる 13 人 

  

ストレングス(強み）とストレングス視点、いいところを見つける

コツについて説明し、自分のストレングスリストの作成と今あ

る自分にあたたかい言葉を自分でかけるというワークをした。   

H28.3.7 自分を大切にするセルフケア                      

～より良いピアサポートを目指すために～ 

12 人 

  

ストレスとは何か、ストレスのとらえ方と対処法を学び、グルー

プワークでは参加者それぞれのセルフケアの方法を出し合

い、意見交換する。また、リラックス法の一例として、アロマテ

ラピーや腹式呼吸法を紹介した。   

H29.2.22 ピアカウンセリングをやってみよう                          

～ピアカウンセリングを共に学ぶ仲間づくり～ 

8 人 

  

以前ピアサポーターが研修を受けた「ピアカウンセリング」に

ついて一通りの流れを体験してもらった。「ピアサポーターに

なりたいと思った理由」「ピアサポート講座受講前と後で自分

が変化したことや良かったこと」の 2つのテーマに沿って、自

分の気持ち、考え、思いを 2分間で話していくというワークをし

た。   
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当センターのＰＲと交流のために、精神障がい者の方やその家族や関係者の方を対象に、

予約なし、無料で映画鑑賞できる場として、映画の上映会を年間３回、３～４か月に１回

のペースで催してきました。 

 映画館へ行くのは「気おくれがする」や「お金がかかる」などの理由で、なかなか映画

を楽しむ機会がない方や、気軽な気分転換のツールとして利用したい方などのご来場があ

りました。 

 

        

【これまでの上映映画】 

実施日 タイトル あらすじ・概要 

H25.9.24 人生、ここにあり イタリアのとある町に住む精神を患った

人達が、色んな困難を乗り越えて、床貼り

作業の会社を労組のリーダーと共に立ち

上げる。 

H25.11.29 車イスで僕は空を飛ぶ 2012年日本テレビ系列「24時間テレビ 35

『愛は地球を救う』」内で放送されたスペ

シャルドラマ。主演は嵐の二宮和也。 

H26.3.27 グット・ウィル・ハンティ

ング／旅立ち 

天才的な頭脳を持ちながら幼い頃に負っ

たトラウマから逃れずにいる一人の青年

と、最愛の妻に先立たれ失意を喘ぐ心理学

者との心の交流を描いたヒューマンドラ

マ。 

H26.8.7 

 

路上のソリスト 

 

2009年アメリカ映画。「ロサンゼルス・タ

イムズ」紙の記者スティーヴ・ロペスがホ

ームレスの音楽家ナサニエル・エアーズと

の交流の実話の物語 
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H26.12.8 

 

スタンド・バイ・ミー 

 

 

1969年代末のオレゴン州の小さな町、キ

ャッスルロックに住む、それぞれの心の

傷を持った、4人の少年たちが好奇心から

線路つたいに“死体探し”の旅に出ると

いう、ひと夏の冒険を描いている。 

H27.9.14 ベイマックス 2014年のアメリカ映画。マーベルコミッ

クスのヒット作「BIG HERO６」を基

に、ディズニーが放つアドベンチャー。 

H27.12.14 天使にラブソングを！ アメリカで 6 ヶ月を記録する大ヒットと

なり、主演のウーピー・ゴールドバーグ

の人気を不動のものにした作品。1992年

製作。ミュージカル映画。 

H28.3.25 HACHI 約束の犬 1987年に公開された日本映画「ハチ公物

語」のリメイク作品。舞台設定を大正、

昭和初期の東京から現代のアメリカ東海

岸の架空の街に変更して製作された。 
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※毎年度、1回実施しました。 

 

＜目的・意義＞ 

 各センターの情報は、相談者の方にとっては必要とされる有意義な情報であり、また、

私達ピアサポーターにとっても、専門職スタッフとの繋がりを作ることは、とても重要な

ことです。各センターをご紹介する際に、わかりやすく説明することが出来るように、プ

ログラムなどの活動の情報を詳しく教えて頂いて、「よんなっせ」から各センターへ繋げる

時に備えました。 

そのために各センターのリーフレットを 1部もらって、「よんなっせ」のラックに常時 5部

ずつ揃えていました。また、併せて「よんなっせ」の周知もさせて頂きました。 

 

＜ご協力頂いた事業所の一覧＞ 

 

～相談支援事業所～ ～地域活動支援センター～ 

 

・熊本市障がい者支援センター いんくる   ・熊本きぼう生活支援センター 

・熊本市障がい者支援センター ウィズ ・地域生活支援センター アシスト 

・熊本市しょうがい者相談支援センター 青空 ・地域生活支援センター ウィズ 

・熊本市障がい者支援センター 光 ・熊本市しょうがい者相談支援センター 青空 

・熊本市障がい者支援センター じょうなん ・地域活動支援センター いんくる 

・熊本市障がい者支援センター 絆      ・地域生活支援センター なでしこ 

・熊本市障がい者支援センター アシスト 

・熊本市障がい者支援センター なでしこ 
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⑥精神障がい者地域移行支援部会（障がい者自立生活体制検討会） 

 

 

熊本市の精神障がい者支援に関わる関係者が連携し、精神障害者の地域移行及び地域定

着に関する具体的な支援体制を検討する部会である。ピアサポート相談室「よんなっせ」

もこの部会でピアサポート活動内容について相談実積などのデータを含めた発表を行い、

様々な関係機関に周知しました。 
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障がい者自立生活体制検討会 

11月 9日（水）9:30～11:30 

○「よんなっせ」活動報告 

①ピアサポート相談室「よんなっせ」の活動紹介 

②ピアサポート相談室「よんなっせ」の開設目的 

③ピアサポート相談室「よんなっせ」について 

④ピア室（写真） 

⑤業務内容 

⑥私達が心掛けていること 

⑦相談業務 

⑧年度別相談件数統計 

⑨グラフ 

⑩面談の結果 

⑪地域活動支援センター及び相談支援センターの訪問について 

⑫地活リーフレット（写真） 

⑬体験談の発表について 

⑭映画上映会について 

⑮地域移行支援・地域定着支援事業への参加 

⑯「ピアサポートの集い」の運営について 

⑰「ピアサポートの集い」企画・運営の上で気をつけていること 

⑱ピア便りについて 

⑲書籍の貸し出しについて 

⑳ピア室本棚（写真） 

㉑掲示板 

㉒コルクボード（情報資料） 

㉓喫茶ユニットについて 

㉔これからの活動としてピアが考えていること 

㉕ピアサポートを行ってみて感じたこと 
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